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Swastika文様について (V) 

一印度に於ける考察ー

辻 合喜代太郎

印度tζ於ける Swastika女様の発展は特{乙古代の諸国I乙比較しである特穏な意義の下lζ重要な発

展過程を辿っていると考えられる。特Iζ本稿{ζ於ては古代印度の Swastikaの発生と考察及ぴ其の

応用としての Village;Town planning について述べたい。
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印度tζ於ける Swastikaの発生と考察。

Swastikaは既Iζ紀元前3α均年と検定された Mohenjo-Daroから出土した SealIζ極めて洗錬さ

Eig 9. Seal雪・ (Mohejo・Daro)BC制。 れた手法で表現されているのが見
註l
られる。 (Fig.9) 之等の Seal

回目固目
古田{ζ見られた … …

lζ於ける宗教発生以前に遡ったHキ

t¥:である 乙とはO/}品令である。イ也市i

s

四
四ァ固ら田

現

す

し

て

定

然

し

視

。

関

に

知

る

に

確

あ

源

明

で

起

を

能

生

代

可

発

時

不

の

、

底

t

所

到

-U

場

は

枕

の

と

叫

其

ζ

km

在

る

Mohenjo-Daro附土の Seal1[.見
散3

られた Swastika女称は恐らく 印度最古のものと推定してよかろう。一般的に Swastika女称は印

皮では他地方に於けるよりも宗教と特に密接な関係をもち ζの女様が又宗教独特

の神秘的な象徴性を表はしていたと考えてよい。然し、如何なる理由でζの女様
~〆

…目、。
Fig. 10 

Gandhi ，ζよる
説明。
(1) Archaic or 
Protoplasmic 
life. 
(2) plant and 
animal life. 
(3) Human life. 
(4) Celestial 
life. 

cross 

が宗教的な象徴として尊敏せられたかは明らかでない。乙の文様と宗教的な象徴

性について僅かに JainIと於ttと象徴としての Swastikaについて述べよう。
位‘

Virchard. R. Gandhi によると rSwastikaは Jain哲学で緩めて高速なものと

考え、後世に到って努、女性の Principlesの結合を再現したJものと考えた。

更に JainSwastikaの特種な意味を考究すると、水平線 -Fig.10ーと垂直線

は直角に Greekcrossを形成する様lζ交叉する。ζれは mindとmatterを夫k

象徴したものである。 Crossのj椀が直角K居曲する乙とにより四個の{也の線と三

備の円、三日月及び三日月に顕績された小円を附加する。かくて乙の理念は Ma-

terialの世界{ζ存在した Soulの四階級を象徴したものであると考えた。即ち第

一階級のものは最低下の状態-Archaic叉は protoplasmic life-であり、第二

階級は Soulの包合された状態-Plant，animal lifeをもった Earthであると
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Swastika文称について(v) -191ー

した。市して第三階級は Humanlifeとし、第四階級は Celestialと考えた。ζの Celestialの意

味は人間以外の他の世界!と於ての Iifeを指摘していた。而して之等の階級はそれぞれ民った Sca-

leに於ての SoulとMatterとの結合よりなっていた。精神的な planeは Soulが Matterの臨終

から怖に生長するものであると考え、そのplane!ζ到達するためには三側の円(宝)一正しい信仰

知識、行為ーを把握する必要がゐる。人kが之等の三I倒の宝を把握しさ:H月で表示した所和白自の

境地に到達せんとして漸次向上すべきであると教えた。f![Jち三日月は上昇を意味した象徴であり?i1・

に拡大すべきものとした。三日月{ζ閤識された小円は十全な自覚の域tζ達した Soulの全知の状態

を表示したものであり、21Jち自由の境地であり、凡ての matterから緩脱した乙とを意味したので

ある。

ζの様lζ Swastikaは Jainでは神秘化された Signと考え、 上述の三個の宝や終科iの GoodIt. 

到達する乙とを芯;f!1えした。之等の象徴は人kの精神を安静に導主同HJi托永却的なものへと怖がれし

めたのである。

Mr. Gandhiは更に JainsはSwastikaSignを鹿k作るが、RomanCatholicが .Crossの Sign

を作るはに考えていた。それは寺院に抱来されたものでもなく叉例制によって抱末されたものでも

ないと述べた。イnIれも Benediction又は Blessingのために Swastikaは依則されたとした。Jain

{ζ於ける Blessingのためとして SwastikaIt. (Fig. 11) ついて次の様にのべている。 rRice，
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Fig. 11 

a b c 

事01.

1ilL 
i LI!ーニ二一

子 I~ノ
Jain Swastikaの形成過程

First Stage. Second Stage. Third Stage. 

( H ) 

古代印!立に於ける Village，Town planning. 
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-192- Swastika文称につい て(V) 

古代印度では Swastika文様は宗教と親密な関連性があった。更に Town，Village Planningは

宗教に基づいて企画されたと考えられる。IWち、Planningに Swastika(ζ準拠した型式が見受

けられるのである。古・代の Town，ViI.Iage Planning について(i:nfll-のr'iIJ1lと解せられていろ

Mdnasara-Silps'dstra及ひ'純k な'Sastra，ζ見られる。
ロ1Iら代表的なものを示すと、

1 Mana語 ra

(i) Gramulakshana-VidMna 

(ii) Nagara-Vidhara 

1 Amsumad-bheda of Ka'syapa. 

Gramadi-lakshna) 
~ Village (M. IX) 

Grama-Iakshna ) 

I Mayamata Silpa'sastra 

Villages chap. (IX) 

Town. Fort chap. (X) 

Grama-Vinyasa 

Nagara-Vidha:na 

Vil1ages (Manasara IX) 

Town. (MllnaSara X) 

JV Vis'vakarma-Silpa. 

Durga-nirnaya 

V Sanigrana (Mayamata) 

Grama-Vinyasa. 

Fort. (Mllnasara X) 

Village. 

以ヒの中最も詳細に殺しているのは Manasara'Silpa'sastraであるといはれる。

ζζでは Manasdra-'Silpa'sastraに規定された Town.Vil1age Panning について Prasanna
駐7 I主8 I主9

Kumar Acharya， Rdm Raz，及び E.B. Havellの諸説{乙基づいて検討しようと思う。

Town planning. (Nagara・Vidhana)

Town は叉大規模な Villageともいはれる。Manasaraによると最小の Townの規模の単位は

1∞x200 dandasとし、最大の単位は 72∞x14400 dandasの dimensionsであるとした。Town
の占有している位置は東から西、又は北から南の方向tζ設計されていた。TownILは凡て1-12の

大きな Streetを必要とした。 Townは河の近f労又は山の近{如ζ建設されるものと し外国人との交

易に至便な位置を必要条件とした。Villageと同様に位、溝、門、drains，Park， common shop， 

Exchange， Temple， Guest-house， Collegeが設けられた。 外敵防禦の目的のために一般的に要塞

化されていたのが多かった。

Townは通例八階級に区分されていた。Rajudhdni，Nagara， Pura， Nagari，即時ta，Khar-Vnta， 

Kubjaka， Pattanaとした。之等の各hの区別は極めて簡単である。特に Pattanaの型式は一大交

易港をもっていたのであり、他の型式は必ずしも港をもっていたとは限らない。Pattana型式は多

くは河口叉は河堤に位慢し、宝石、絹布、布、 香料を交易したといはれる。他の型式は概ねTown

の大きさによって区別された名称であり、Manasara1<:は詳細を明記していないのである。

Town planningと関聯して Fortが考えられた。古代のTown1<:は Fortは必然的な条件でも
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Swastika文称につい て(Y) -193-

めった。 Fortは初め8，f'RI乙区分されていた。即ち 'Sidira，Vahini-mukha， Sthaniya， dronaka， 

Kolaka， Sanividha又は Vardhaka，Nigama， Skandhavaraである。又、Fortは共の存有仏:{況に

込色づいて、その区分は純.. "ζ呼称されていた。 J!1lち Mountain-fort(Giri-durga). Wood-fort 

(Vana-durga).， Water-fort (Jala-durga)， chariot-fort (Ratha-durga)， God-fort (deva-durga). 

Ragoon-fort (Pan'ka-durga)，混合形式 (Mi'sra・durga)である。Mountain-fortは更にJtの位置

によって(1)山頂、位)谷間、α}斜商と区分されていた。
凡て之等の fortは頑聞な壁、溌を繰らし、慣は特lζ Brick，Stoneや同様な堅固なもので述設

し、その高さは 12cubits とし、英の蕊底での厚きは 6cubitsを標準とした。叉段上には所"<IC

Watch-towerを設けたとL、う。

( I ) 

Village叉は Townplanに於て、先づ最初にその中心点の位置の決定については Silpa'泊 stra
f!IO 

!ζ;:己述された構成の法n'Jに従ってGnomonの影の方法:fC誌づいて限定する。次に村の主要なStreet

の配列は設定される。一般的に大規模な Villageの planは 'cosmiccross，の方法I乙従う。この方

法Ii宇宙の四日~I分を"1<.はした 'Magic Square，を意味したものである。而jして indiancraftman 

の9:;際的t;.仕事Iζ対して乙の神秘主義が:m:要な役割lを損じている。11・代印度に於ては凡てのartは

Magic，であると考・えられた。之等の形式の Mag-icalVirtuesはlttlζ多くの時代を経て、印伎の

Vi1lage又は Townを実際的に planningし、最も適応性のもったものとして重視し、更に外敵

よりの最善の防禦1=1(1'-1に適当するか否かを検討した結来、 その Vi1lageの planを決・定している。

そのplanの easterlyaxisは本来主要な Streetであり、終日太陽I乙浴する乙 とによって純化され

るべきと考えた。叉南北{ζ通じた短い道路は互に主要な道路lζ交叉する。問iちそれは大気の完全な

涜通iζ最適の条件を得る様に planされたのである。

cosmic crossの armを形成している 2つの主要は StreetICは何れも UmbrageousTreeを植

えている。東丙tζ走る長い Streetを Rajapathaーモの道ーと呼ぴ、北l討に走る短い Streetを Ma-

hakala-rll広の Streetーと呼ばれた。{也の StreetをVnmana-SouthStrsstーとよぴ、1判の qu_

Itll 
arter を 1~'ました神夜、的伝自民の名称に起原していた。 V!llage の内側の明又は糊 (Stockade) を円

形{こ開践した Roadメr1111の広い Pathr土Mangala-Vithi-祝福 (Auspiciousness)叉11Good 

FOlltllne一道といつに。この Road(1 W:fl'¥が Pradakshinaの依式叉ri;笹川の Pt>rformanceに11"<

'+12 
n1blした Roadである。

2条の主要えよ Roadの交叉した中央部は Iocalaffairを調教し Eldersの会合のゐの meeting

placeとした。而して村の燐成が極めて大規槙な場合を除外して Mote-house又は Assembly-hall

として使用された。moundの止:IC.Banyan叉は PipelTree (菩提樹)をうえ而して Mandapam

又は木の Pavilionの Brick又は Stoneの柱を設けた。乙の古代の Aryanの Villageの習慣とし

て Bo仙 itree又は 'Treeof Knowledge， 1乙対する珂念の根原については深い窓味をもっている。

lllJち村の Elderのtreelま柿利i的な悟を求めた Yogiのt.}!ζ必要な黙斑!の場所 となった以前から

Sage (聖者)の知裁に結合したものである。その上象徴的又は神秘的な窓義及ぴ Counciltree IC 
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(V) 

それ自身適合したものとして Cosmiccrossの中央K植えた、 VishnuのTreeである。

小規模な村{ζ於ては Counciltree叉は 'Treeo{ J ustice，は indo-Aryanの ViIlageの政治を

Swastika 文称につい て-194一

司る House-holderの一般的な meetingplaceのための重要な遮蔽物ともなった。
註13

Manasaraに{立大授模江村の Streetω最大1))rl1員を 5dandasと規定したの他の Slreel([J司1員

W.ーの Cottageの大主さは 24x 16 feetからf也tζ頼 k も々 のもあった。は1-5dandasとし、

それらの Cottageは一般に 4倒宛群がって内部は正方形又は40x 32 {eetの面積と規定した。

乙の方形の Squareは毎夕牧牛を誘導し Householdrζ保護するためQuadrangle型式となる。

l乙適応せしめる目的があった。ζの様な各k内部tζ内庭を持った単ーなHabitationの中{乙結合さ

然かの発'}jî~IL於ける lli:要は段階を示していた。indian house plan れた41聞の Cot-tagesは

も乙の Cottageは Aryan社会で重要な人格を具へた Herdman又は VillageのHeadmanか

の何れかに所属していたものである。I而してそれらの地{立の人kは必然的{ζ世襲的と規定せられ

Tこ。此の様な Houseplanの derivationは明かに熱帯地方lζ適当した型式である。之等がSingle

放に Vi1lageplan Cottage又は Vil1agehutと同時に House-planningの unitを形成している。

planningの Mahalla叉は wardを形成するに使用された。は Town

Manasara Ir.於ては彼等が占有した土地の広さによって ViUageと Townに関して多数の階級

を認めている。Villageの面積の unitは4∞dandas叉は 5∞dandasの方形である。大規模な色
その他は彼等の共同占のは2α)()dandas即ち30哩の方形となる。其の面積の弘は建物面積であり、

然し大規模なの何れに於ても方形である。Town 叉はその planは Vil1age有の農地である。

Ramayana Iζ見えるRectangle型式もあった。RoadをもったTown Ir.は東西に通じた長い

Ayodhya，の Townの Proportionは其の Townの巾員と長さの比率は 1:4であるとした。

Gaur Hindu Pataliputra に於てはその比率は長さ 90里でそのrl1は1弘哩である。Il!llちその形式は

である。 その長辺の1辺は一般的に河又は湖lζ商し、凡ての住民の水路lと使

となる様に配列された。

又は長い Rectangle

Manasara fr.記述された前述の8種の Villagetypeについて RamRaz はその形式の由来を次

(fig. 1) = Rese Mble the sta{{. 

= the abode o{ happiness. 

の様に説明している。

Dandaca 

E ( // 2) 

(ぷ 3)

( // 4) 

Nandycavarta 

= 1otus flower. 

= mystical figure o{ Swastika. 

Sarvatobhadra = in every respect豆笠堅:

= Shape of a conch. 

Padmac'a 

Svastika 

( // 6) 

( // 5) Prastara 

E

E

V

H
刊 ( // 7) = Resemble the Bow. 

thath which has four faces. 

Carmuca 

Chatur-micha 咽

- 12-
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Swastika文称 につい て (V) -195ー

矩形叉は四角形で壁で圏緯された型式であり 、乙の型式は SannYasins 1. Dandaka 

によって導かれたものでゐり、特に Harmitage(asram)の為又は他

の宗教的な Communityのために planされた。その planは東西に

走る1-5条の平行した Streetから構成され、 その問の短い Street

は夫k 中央の Streetと2つの点で交叉する。 2{聞の水浴の Tank

はVillageの北東又は南西の隅に{立置し、種k の Shrineは夫kの村人

の所属した特別の Sectのために接近して設けられた。 主要なものは pl. XLIII 

昇る太陽に面した入口をもった Raja-pathaの西端に萌していた。 Minordeitiesは2つの主要な

Stseet IL面していた大規模な 4{闘の門を有した壁又は堺の内又は外側にあり、北門の壁の外側の

近併には chamnudaのTempleがある。

Varuna又は Maytraの占めている場所には Vishnuの Temple及び Aditaの占めている場所

艮IJちVillageの北、東部には Siva.Templeが設けられた。 ζの Villageは特に Brahmanの住居

が多くその構成は12戸、24戸、50戸、 108戸、300戸以上の家屋数によって区分されていたo asrama 

は12戸の家屋で構成された最小の規模てeあり山又は森の近併に企童IJされ、イ白侶又は隠者の住所とな

っていた。yatis又は Holymedicants or puramは24戸で構成された型式であり、多くは川lζ接

近して設けられた。 Mangalamは 50戸の家屋で構成されたものの名称であり、神秘な犠牲を遂行

した人"<11:.よって住まはれ、 一般に家長が怯むとせられた。 108戸の家屋で構成された型式を特に

Costhamと1I'f(i;jlていた。

n Nandyavarta， (Fig. 2) 
元来 Symbolicfigure naudyavarta (Fig. 8)に基づいた型式で

ある。乙の planは oblong又は Squareであり、異った社会的又

は宗教的な Sectの混合した人kl乙適応せしめたものである。 ζの

型式t乙Chandita，Paramasyicaの二穫がある。Chanditaは 64の

等桔の地区から構成され、それが8つの地区民区別され、最も中央

lζ位した 4の等般の地区は Brahmyaで BrahmaK所属し、会く利l

聖な目的のための地区である。其の周囲に12の等積地区がある。之

を Divyaとよび Devasf乙属する。次の周回の地区は20の等杭の地

区からなり Manushyaとよぴ主に人間に所属する。更に最も外側

部には28の等積地区がある。之を Paysachaと呼ばれ demonIと所

属していた。次lζParanasyicaは81の等殺の地区から構成され、9

つの地区に区分された。艮IJち最も中央部の9つの等積の地区は Bra-

2. Nandyavarta 

/ー一一一..E!.s'-一一ー、

pl. XLIV 

The symbolic figure Nand-
yavarta. 

回
hmya (ζ所属し、その用聞の16地区は Divyaであり、次の周囲の24 F.8 

区には Manushyaと呼ばれ、最志外側I乙位置した地区32をPayshcaと呼ばれたのである。興った

社会的な Gardenの配列はその pJanK.於ての Shadingの関係の必要性を示した。 Villageの中

央部では最高階級に属した人k で unshadedの4倒の Blockで占有されていた。最もタ判別の隅tζ

-13ー



--196ー Swastika文 称について (V)

はarch叉はそれに類似した装飾を施こしたGateがあった。家屋の外側の blockは Villageの門

の近傍におかれた Bazarであり、交通の必要性と Tollの集積する目的のためである。 umagga

jataka にては北東西南にある.4つの Bazarについて述べている。而してそれは King'scity 1ζ於

て各 kの Quarter1<::.役立っていた。 erosswayの集合した点は Villageの中央であり、ζこに

Brahmaの Templeが建立され w祝福の地H とした。叉ζζには一般人の会合の為の mantapa

が建立主れていた。倫ζの型式l乙は種kの村1，1<(0乙奉納された Shrineが多数存主Eしていた。

3. Padmaka I Padmaka (Fig. 3) 

民
閣一

v
d
建

pl. XLIV 

ζの型式は lotusleafから由来したものいはれ、他の型式とその

趣きを異lとしている。 ζの型式は勤勉な Town.plannerがその ob-

jectionが単なる感情的に備するζとなく 、Compassの介在に基づ

いて方向を対角線的に主要な Streetが不吉な感情を回避する為に

設計注れた興味ある型式である。 恰も車輪の Spoke!ζ等しく、 Vil-

lageの中央部から周囲に向って放射形を示した planであり、 ζれ

はその Symibolismのために indiandesignerが最も希求したものである。然しこの planI乙対し

て次の様な批評が加えられている。 (1)外敵の急襲に対しては極めて防禦的に不利である。 (2)交通の

制践に注意を要し Villageの中央部では特に家屋又は庭のためには不適当である (3) Streetは凡

て太陽を受けるのに不適当な方向l乙通じている。

4. Svastika 11 Swastika. (Fig. 4) 「-1M………ーありこの Swa
U凹ヨi口………一拍の4個の Quar同
監量lll山ヱニコエ土用77;:fz:Ltエ;:ょ;;
一一一τh〆一一~，......J る為』ζ形成された。それは叉、indo-Aryanの宗教的な Compassで

もあり、叉 Hinduの宇宙的儀式の一部を形成してい名運動であり、
pl. XLV 

蒼空を巡回する太陽の明かな運行を意味している。叉それは同形式の Hindu儀式に於ての Prada-

kshina又は Shrineの巡回とも一致し常に右方か左方へ巡回する(右旋) Jaina哲学では深い志

義を与え、 ~f;K Eoolutionの Principleを表現していた。それは Blackmagicと Voluteとを結

合しているのである。

乙の planK於て著しい特色は各 kの Quarter(乙於ける家屋の Blockの方向が右方への旋回逝

!.WJを指示している乙とでゐと。 fお外壁に関して E.B. HavellとRamRazの見解に多少の差異を認

めるのである。

V Sarvatobhadra. (Fig. 6) 

乙の planは殆んど矩形であり、Villageの中央部K Brahman， Vishnu， S'ivaの中の1つの村1

の Templeを建立せられている。この planは4側宛の Streetが直角に交叉し、更に2つの St-

reetが crossする。之等の Streetの聞に3、4、5及び更に多数の Streetが Villageの plan

. -14ー
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- 197ー(Y) Swastika文称に つ い て

6. の大きさに感じて平行して設けられていた。Villageの corner(ζ 

は Hall又は College又は PublicHallが設けられ、南東の方向tζ

Water-Shed は、AgiTempleがある。 更に旅行者のものとして、

41闘の大門とVillage全休は四角の城壁で閉携され、も設附され、

更に 4 倒の小t'~1 とがある。 北f'~1の内側K Mahadli Templeが設け

られ、Chandalessの小kriは Villageから4000yards離れた地K0f

1言語覇覇
瞳i璽lj

の市叉は北方の地区に設

けられていた。

他の Prastara，Carmca， Chatur・mu'chaの 3型式に闘 してやJ等の

具体・的な記述を示されてはいない。然し恐 らく之等の型式も前述し

Village 立せられた。水浴州の Tankは

Tこ5型式と大|司小泉であると も考えられる。 更に Chatur-muc'haの

型式についてはその図すら示されていない。たた:'manaSaraにその

名称をのみ記述されているに過ぎない。

要するに Village.Town planは宗教的な制約の下に規定されて

Carmea 7. 

l-一口口口口口 口口亡コロ日8a日目握冨E1il-P一ロ旦E旦ヨ旦旦ロ口ロロロロ口
けい1111ロロロロロロロ
ロEコロロZコロロロロ園。
ロロロロロロロロロロロ

巴三三 E二コ

いると も考えられる。 (本稿は村田博土l乙益東大近藤氏lζ御教示を賜

図版の者号 (plXLIII， XLIV， XLV， XLVI)は Ram Razの図版

帯号である。

はったことを深謝する)

備考・

pl. XLVI 

John Marshall : Mohenjo・daroand indian civilization pl. CXIV. 

鍬稿 n本雄築学会報告 昭和29.1. 
Abbe. H. Breuili : Le passage de la Figure a lo'rnament p 137. 

chiagoにこの講演、World'sparliament of ReJigions. 1893. 

仏像の造形的表現は Gandharaperiodと考へる。 Jos.Burgess : The Buddhist stupas of Ama 

1 

2 

3 

4 

註

註

芯

註

ravati and Jaggajapeta. pl. xxxvJlI. 1887. 

J1: 6 Stupaの側析に円形とした浮彫をいう。

，il: 7 indian Architecture According to manasara 'Silpa 'sastra. 

，!1: 8 Essays on Architecture in Hindu. 

，t} 9 Ancieut and Mediuval architectllre in india， 

住 10 Gnomon. 1111時長j.(San'ku-s'thapana.vidhana)はみJで作られ1fi:t 24a'nglllasで111はそのほ昔日で 6

a'ngulasであり、太陽の影を利用したものである。

象はIね凶の monsoonと共1ζ来る雨雲である。 vamanaは叉 Cosmiccrδssの shootarmでゐる。

Mangalaは叉戦の神といったKarttikeyaの泌名として第2の意味がある。村叉は町が外敵より安全

を保障するために一切の関心を放裂する緩に Roadを設定する。

5 ，1，主

11 注

泣 12 

句 1dandaは8feetとする。1a'ngula=fingeis breadth 

- 15ー
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SUMMARY 

ON THE CANON IN THE FORMATIVE DESIGN 

-The chineses Canon which lnfluenced )apan in Olden Times-

Kiltumi T舟kilda

Tn thc hi:-.lory of chillese ::m:hitccture We  lelnt thc ages“f chon (問)，rhin (夜)，an.J 
Han (撚)ihe c1assical age. The chinese had a norm like the Canon， the <lrtistic law of 

ancient Greece. 

1. In ancient China people worshipped “γien.ti" (天帝 Godin heaven). This worship 

led to the idea of the unity of heaven and earth， wHich implied that bath natural and 

human affairs were ruled by one requlation， the will of god. 

2. This idea gave birth to“i U (易)，a philosophy based upon divination. 

3. Heaven was symbolical1y represented by a circ1e， and earth by a regular square， 

which were drawn with compasses and a ruler. When this norm came to have a 

(geometrical) relation with mathematics， it was fixed as a canon. 

4. Mathematies made its progress in the age of Han' 

5. A symbolical formative design was made with this idea of the age as its nuc1eus， 

and the canon and mathematics as its instruments. Stil1 now， it is an esseutial 

element of the design of an Eastern architect who are engaged in the old style 

arch itecture. 

ON SWASTIKA PATTERN. (V) 

- development of Swastika in indiaー

Kiyotaro Tsujioi 

In India， Swastika was closely connected with religion anq used as a Symbol of 

blessing or benedection in a Special cult. The point of essay is that the develo・

pment of Swatika pattern had a Sacred meaning as the Town or Vil1age planning. 

ON TENDENCY OF DlFFE RENTIATION OF DWELLlNG FORM AMONG 

THE COMMON PEOPLE AT THE ESTABLISHED PERIOD OF FEUDALISM 

IN NINKI DlSTRICT. 

Kosaburo Shiraki. 

Taking the opportunity of Taikos readjustment of farming ground， the new c1assin 

the agricultural village at the beginning of thきmoderntimes. Especially at Kinki arose 

district， the farmers having no land are apart from farmers who owned the land with 

the system of producing agricultural products and they could become from owing 

the land by the way of cultivating agricultural products for the purpose of selling 

in the market instead of consumption. 

一回一
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